
問合先 市民文化部文化振興局
文化スポーツ室（☎84－5079）

　このコーナーでは、3 年に一度の文化の
祭典「かめやま文化年 2017」の取り組みを
ご紹介します。

亀山市美術展亀山市美術展
平成30年平成30年

１月31日（水）～２月４日（日）１月31日（水）～２月４日（日）
午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）　午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）　

と  きと  き ところところ

企画事業

″まち勢む″
～かめやま芸術祭～

は ず

市文化会館・中央コミュニティセンター
入場料無料

　市民の皆さんの日ごろの芸術活動の発表の場として、日本画、
洋画、写真、書、彫刻・工芸の５部門で作品を募集し、入選された
作品などの展示を行います。

　かめやま文化年2017では、芸術に触れる機会を通して、
豊かな感性を育むことを目的に「かめやま芸術祭」を開催。
　今回は、「かめやま芸術祭」の企画事業である「亀山市美
術展」と「亀山市美術展～特別展～」についてご紹介します。

◆出展作品の公開審査◆出展作品の公開審査
と　き　◇１月20日（土） 日本画部門…午後２時～、写真部門…午後３時30分～
　　　　◇１月21日（日） 洋画部門…午前10時～、彫刻・工芸部門…午後１時～、書部門…午後３時～
ところ　中央コミュニティセンター（市文化会館内）

亀山市美術展
～特別展～
亀山市美術展
～特別展～ 平成30年平成30年

２月10日（土）～２月18日（日）２月10日（土）～２月18日（日）
午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）　午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）　

と  きと  き

ところところ 中央コミュニティセンター（市文化会館内） 入場料無料

　亀山市名誉市民の彫刻家・中村晋也さんや、亀山市文化大使の
洋画家・上田秀洋さんの作品紹介を行います。
　亀山市出身の２人の芸術家の上質な作品をご覧いただける貴重な
機会です。ぜひ、ご来場ください。

◆ろうそくと彫刻のワークショップ◆ろうそくと彫刻のワークショップ

と　き　２月11日（日） 午後１時30分～３時30分
ところ　市文化会館２階会議室
講　師　タナベシンさん
定　員　50人
※参加希望の人は、文化スポーツ室（☎ 84－5079、
　  　bunkasports@city.kameyama.mie.jp）へご連絡ください。

　伊勢志摩サミットの記念モニュメントや、映画やアニメのフィ
ギュア原型の制作を数多く手がけられている立体造形家・タナベシ
ンさんを講師に迎え、亀山市を代表する物産・ろうそくを使用した
ワークショップを開催します。
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関連事業

“亀山まほろば街道”

“かめやま音楽堂”

や

KAMEREKI 学びぃ～舎　テーマ「やさしい地学」KAMEREKI 学びぃ～舎　テーマ「やさしい地学」

　私たちの住んでいる地盤はいつ頃どのようにしてできたのか。
　1500万年～2000万年にもさかのぼる大陸との関係を、現代に
残る地層群や関連資料、写真などから分かりやすくお話しし
ていただきます。

と　き　１月 11 日（木）　
　　　　午後１時 30 分～４時　
ところ　市文化会館内市民ロビー
参加費　 500 円（資料代、お茶代など）
講　師　大原善男さん
問合先　コミュニティ Café ぶんぶん（林　☎ 090－1479－8962、　　ha3513@dream.ocn.ne.jp）

KAMEYAMA音楽祭 ～未来へつなげるコンサート～KAMEYAMA音楽祭 ～未来へつなげるコンサート～

　旧亀山市市制50周年を記念して、亀山市出身の作
曲家で亀山市文化大使の原正美さんにより作曲された
「雪月花かめやま」の合唱や、地域の音楽団体とプロ
によるセッションのコンサートなどを行います。

と　き　２月 11 日（日）
開　場　午後０時 30 分～
開　演　午後１時～
ところ　市文化会館大ホール
入場料　500 円（予定）（全席自由席）
合　唱　「雪月花かめやま」を歌う会（一般公募）
※参加希望の人は市文化会館へご連絡ください。
問合先　市文化会館（☎ 82－7111）

“亀山まほろば街道” 亥の子の伝承 ～亥の子保存会～亥の子の伝承 ～亥の子保存会～

第1部　雪月花かめやま 合唱
　作曲・指揮…原正美　 ソリスト…高橋啓三（バリトン）
　ピアノ…井上ゆり子、荒木琴美　 打楽器…荒木仍子
　合唱…「雪月花かめやま」を歌う会（一般公募）
第2部　地域の音楽団体とプロのセッション

　「亥の子」とは、地域に伝わる豊作を祝う伝統行事です。
　辺法寺地区では、11月26日に地域の大人と子どもたちが稲
わらを束ねて棒状にした「亥の子」を作り、12月２日に子ど
もたちが家々を順番に回り、玄関先で亥の子の唄を歌いなが
ら、亥の子で地面をたたき、今年の豊作を祝いました。
　今でも市内各地で行われているこの「亥の子」は、イノシ
シが多産であることにあやかり豊作を祝うもので、地区によ
り少し違いもあるようです。各地区で古くから受け継がれて
きた文化がこれからも継承されることを期待したいですね。

地域の文化紹介

せつげっ か

い
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特集２ ３年に一度の文化の祭典


